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研究成果の概要（和文）：本研究計画では、文化的同化法を応用した英語教育モデル（Ishii, 2009）の基礎的
研究をさらに進め、異文化コンピテンス育成手法として教育現場への応用実践に展開するための基盤となる研究
を行った。先行研究では文化的同化法を加算的に取り入れることで積極的な教育効果が得られていたが、英語教
育において繰り返し使用することは実用的にあまり望ましくないことがわかった。そこで文化的同化法を含んだ
様々な異文化教育の方法を取り入れたプログラムを開発した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to investigate the effects of Cultural 
Assimilators (Fielder, Mitchell, & Triandis, 1971) on English learning outcomes and Japanese EFL 
learners' cross-cultural attitudes. This study suggests that multiple Culture Assimilators should 
not be implemented into EFL classrooms because they have some possibilities to demotivate students 
to practice English, therefore, the present study developed an intercultural English program with 
various intercultural education methods.
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１．研究開始当初の背景 
国際語としての英語教育では，単なる英語
（言語）の学習だけではなく，異文化コンピ
テンスを育成することも重要な学習目標の
１つとされている。例えば，異文化に対する
友好的な態度や文化を適切に解釈する能力
などがある。日本の高等学校外国語科の目標
について，学習指導要領（文部科学省，2011）
では「外国語を通じて，言語や文化に対する
理解を深め，積極的にコミュニケーションを
図ろうとする態度の育成を図り，情報や考え
などを的確に理解したり適切に伝えたりす
るコミュニケーション能力を養う」と記され
ている。 
このような異文化コンピテンスの解明は
これまで多くの研究によって行われて来た
が，外国語教育における異文化コンピテンス
の教育手法，すなわち，いかに授業内で学習
者の異文化コンピテンスを育むかが，理論的
にも実践的にも重要な課題となっている。研
究代表者は、これまでの一連の研究「日本の
学校教育における国際語としての英語教育
と異文化教育の統合的実証研究」（科研費特
別研究員奨励費）および「英語学習者の異文
化に対する積極的な態度の育成-教育手法の
開発とその教育効果の実証」（科研費若手
（B））において，日本の高校生英語学習者を
対象に，学習者の異文化コンピテンスを育成
する手法を理論的，実践的に検討してきた。
そして，異文化教育の一手法である文化的同
化法を応用した英語教育モデルを開発し，異
文化コンピテンス育成に関する研究を行っ
てきた。その際，特に異文化への積極的な態
度に着目し，この文化的同化法を応用した教
育モデルが，学習者の異文化への積極的な態
度への変容を促すとともに，英語学習そのも
のの妨げにはならないということを明らか
にした。 
 
２．研究の目的 
本研究の中心となる文化的同化法につい
ては，以下の３．研究の方法で説明する。 
上述した背景およびこれまでの研究の成
果をもとに，本研究はまだ解明されていない
文化的同化法を応用した英語教育モデルの
基礎的研究を完成し，異文化コンピテンス育
成手法として日本の英語教育現場への応用
に展開するための基盤となる研究を行うこ
とを目的とした。 
(1) 異文化コンピテンス育成の効果的な介
入手続きと教授内容の開発と検証 

Ishii(2009)のモデルは，スピーキングの授
業を想定して開発し，その教育的効果を明ら
かにした。そこで，本研究計画では，他のス
キル（リーディング，ライティング，リスニ
ング，４技能統合など）を想定した授業モデ
ルも検討し開発，実証していくこととした。
また，学習法の異なる授業モデル（たとえば
グループワークや個人学習など）による教育
効果を実証的に検証し，効果的な介入手続き

と教授内容を明らかにすることを目的とし
た。 
(2) 異文化学習方略や一般的な対人コミュ
ニケーション方略など他の学習者要因
への影響の検討 

Ishii(2009)では，文化的同化法を導入しな
い英語教育を経験する統制群を用いて，文化
的同化法と英語教育を統合した場合の教育
効果（他文化に対する積極的な態度への変
容）が明らかになった。本研究計画では，さ
らに詳細に学習者要因を検討し，学習者の異
文化学習方略や一般的な対人コミュニケー
ション方略，問題解決能力への影響など他に
関連すると考えられる学習者要因を探索的
に検討することにした。 
(3) 開発したモデルの長期的介入による教
育効果と教育現場への応用実践の可能
性の検証 
１と２で検討したモデルを教育現場に適
用し，実際にカリキュラムならびに教材を開
発する。そして，そのカリキュラムを実際に
運用し，その教育効果を長期的に追跡し検討
することとした。 
以上のようにして文化的同化法を応用し
た英語教育モデルの英語学習と異文化学習
の両方のプロセスを探求していくことを本
研究の目的とした。 

 
３．研究の方法 
本研究では、文化的同化法を応用した異文
化コンピテンス育成手法の基礎的研究から，
これらの実証的研究に基づく教材・カリキュ
ラム開発まで実際の教育現場への応用を展
開した。 
本研究計画の中心となる文化的同化法
（Culture Assimilator, Fielder, Mitchell, 
& Triandis, 1971）は，異文化コミュニケー
ションの帰属理論に基づいており，文章の解
釈を中心とした異文化認知学習法の１つで
ある。文化的同化法は，次の３部構成になっ
ている。 
（１）ある２つの文化における習慣の違い・
誤解・摩擦などの事例を具体的に描写した読
み物 
（２）その事例に対する質問，および，その
答えとなる４つまたは５つの異なる解釈 
（３）異なる解釈に対する解説 
この文化的同化法の目的は，学習者がこの
読み物の分析を通して，自分の文化とは異な
る文化における文化的価値観，態度，信念な
どに触れ，目標学習文化の人々がある状況を
どのように解釈するかを帰納的に学習する
ことである。文化的同化法には，学習対象文
化 を 特 定 し た Culture-Specific  
Assimilator （ 例えば，日本文化を学ぶ目
的とした Japanese Culture Assimilator）と，
学習対象文化を特定しない Culture-General 
Assimilator の 2 種類があり，学習目的によ
って使い分けられる。申請者の一連の研究で
は，国際語としての英語教育という視点から，



自文化と異なる文化の人々との英語による
コミュニケーションを想定しているので，
Culture-General Assimilator を英語教育へ
応用している。本研究計画は，まだ解明され
ていない文化的同化法の教育効果をさらに
詳細に検討し，異文化コンピテンス育成手法
として教育現場への応用実践に展開するた
めの基盤となる研究を行った。 
本研究では主に以下の３つ研究を実施し
た。 
１．文化的同化法を応用した異文化コンピテ
ンスの育成を促す効果的な介入手続きの開
発 
２．文化的同化法を応用した異文化コンピテ
ンスの育成を促す効果的な教授内容の開発 
３．学校教育への適用と長期的介入による教
育効果と教育現場への応用実践の可能性の
探求 
なお，研究方法は主に先行研究のように対
照群を用いた実験調査を行う予定であった
が，研究対象の変更のため，準実験計画に改
めた。また長期的介入を行う予定であったが，
研究代表者の所属機関変更等の理由で，長期
的介入は次の研究へと見送った。また１と２
に関しては、国内に限らず、国外の範囲まで、
英語教育に限らず、ほかの外国語教育、そし
て従来の学習目的である異文化教育の目的
で文化的同化法が使用されているものも含
めて先行研究を検討した。 
 
４．研究成果 
 以下では研究成果について、上述した研究
方法でのべた３つの項目ごとに説明する。 
１．文化的同化法を応用した異文化コンピテ
ンスの育成を促す効果的な介入手続きの開
発 
 文化的同化法に関する先行研究を収集し、
レビュー研究を行い論文としてまとめた。文
化的同化法は元々、個人学習用に開発された
読書教材であるが、現在学校教育で求められ
ている、「対話的な学び」や「主体的な学び」
の環境を作る授業形式に対応するために、グ
ループワークやペアワーク形式を採用し、イ
ンタラクティブな活動として介入手続きを
開発し、研究代表者の授業で実際に試用しな
がら修正を加えた。 
２．文化的同化法を応用した異文化コンピテ
ンスの育成を促す効果的な教授内容の開発 
まず、先行研究に基づき文化的同化法を用
いた英語教育の教材を複数開発した。研究計
画開始当初の研究計画では、いくつかの教材
を連続的に使用することを想定していた。し
かし、予備実験によって、同じ作業の繰り返
しにより授業が単調になってしまい学習者
のモチベーションが下がってしまうことが
明らかになった。当初、繰り返すことが加算
的に教育効果を上げると予測していた。しか
し、今回の研究対象である大学生の英語の授
業は、週１回開講する形態が多く、学習者の
モチベーションの維持が重要である。したが

って、予定していた加算的なプログラムでは
なく、文化的同化法だけでなく、他の異文化
教育の方法を織り交ぜた 15 回分の教育プロ
グラムを開発した。 
３．学校教育への適用と長期的介入による教
育効果と教育現場への応用実践の可能性の
探求 
 最後に、教育効果の実証である。本研究計
画は研究代表者の研究機関の移動というこ
ともあり、若干当初の研究計画から遅れて進
んだ。その為、開発したプログラムの教育効
果の実証が予定よりも大幅に後ろ倒しにな
り、現在、15週間にわたる長期的介入が進行
中である。 
 なお本研究で明らかになったことは、本研
究事業をもって完結することはなく、今後も
様々な事例を通じて継続研究が必要である。
英語教育の中に異文化教育的視点を取り入
れながら、新学習指導要領で求められてい
「対話的」「主体的」な学び促し、生徒や児
童の異文化コンピテンスを育むための新た
な手法を開発するだけにとどまらず、特に実
証的エビデンスがまだ十分ではないとされ
るこの分野において、様々な手法に関する実
証研究を積み上げる必要がある。 
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